


第1条
　自己主張や反抗は当たり前。
ひとりでやりたい意欲を
大切にしてあげましょう。

第2条
食事・排泄・寝起き等
生活習慣のしつけを
そろそろ始めましょう。

第3条
発達には個人差があります。

焦らず、慌てず、成長を見守って。

第8条
育児支援サービスや
育児の輪を積極的に
利用しましょう。

第7条
困ったときは、一人で悩まずに

相談しましょう。

第6条
誉め上手、叱り上手になりましょう。

【１～３歳のお子さん】

のびのび子育て
　 か条8 

第4条
スキンシップや

お話することは大切です。

第5条
身体を使って遊びましょう。
戸外に出かけましょう。

排泄の自立
　子どもの生理機能の発達に沿って行わないと、なかなか自立できず、本人も親もイライラしてか
えって良くない結果になります。排泄の自立は子ども自身にその力がついてくるのを待つことが大
切です。

　夜のオムツはまだとれなくても心配ありません。
●１歳６か月～２歳　尿意を予告する。
●２歳６か月～３歳　便意を予告する。
●３歳６か月～４歳　自分で排尿・排便ができる。
●４歳～５歳　　　　自分で排泄の始末ができる。

●おもらしを叱らない
　　厳しく叱るとかえって何度もトイレに行くようになる。
　　タイミングをみて聞いてみる。
●後始末は一緒にする。
　　排便の後始末は難しいので一度拭かせて、仕上げで親が拭く。
●退行現象（赤ちゃん返り）
　　下の子ができたり、しつけが厳しかったりするとおもらしをすることがある。
●子どもが便意を告げたら一緒に行く
　　暗い所があり怖い場合もある。
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排泄の自立のめやす

排泄のポイント ◎非常持ち出し袋には、両手の空くリュックサックが便利です。
◎乳幼児のいる御家庭で用意しておくと便利なもの
　・飲料水　・離乳食　・粉ミルク　・おむつ　・おしりふき
　・ウェットティッシュ　・お菓子等

　「北九州は自然災害が少ない比較的安全な場所だ」と考えられている方もいるでしょう。しかし、
災害はいつやってくるかわかりません。日頃から避難先や連絡先を家族で話し合っておくことも必
要ですね。

北九州市防災ガイドブックより一部抜粋

土砂災害

洪　　水

高　　潮

地　　震

津　　波

雨や予兆現象に注意し、早めの避難

浸水前の早い段階に、安全な場所へ

事前の耐震化や家具の固定が第一

できるだけ早く、高い所へ避難

台風が近づいて風が強くなる前、
浸水の前に、安全な場所へ

あなたやあなたの大切な人の命を守るために
災害ごとに命を守る対応を考えましょう

一　口　メ　モ

日頃の買い置き

古いものから消費する

買ってくる
置いておく

賞味期限切れになってしまう前に
消費する、経済的な方法です。




